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九九検定実施中 －２年算数 九九の学習－ 

 

 日本の九九は、他国と比べ、かけ算を習得するのに容易な方法といわれます。

海外でかけ算を学習した方は、国や学んだ学校によって様々な学び方があった

のではないかと思います。それはそれで、御自身の学んだ方法がベースになり、

既にかけ算の概念は作られていらっしゃると思います。ちょっと前にインド式

計算なんてものも流行った時期がありました。自分もそのときに少しやってみ

ましたが忘れてしまいました。使わないと定着しないものですね。私のベース

はやはり九九です。よく九九は、他国に比べ語呂が良く、効率的に短いことば

で表現されているので、習得しやすいといわれます。 

 現在、２年生は、２時間目の後と清掃

後の昼休みの時間に、九九検定を行って

います。授業で担任の先生から合格を

もらった子は、校長室で校長先生の問題

に挑戦です。答えられれば「合格シール」

がもらえます。九九検定の校長室１回目

は、各段の九九が暗唱できているかどうか

のチェック。２回目は、８×２のように

かけ算の式が書かれているカード（フラッシュカード）を、無作為に選んで

チェックします。 

２年生の算数では、学年の終わりに、この九九をマスターして３年に上がる

ことがひとつの大きな目標です。九九の暗唱は、私たちの教育ことばでいうと、

「習得と活用」の「習得」にあたります。これは全員できるようにして３年生

に上がるようにしたいと思います。 

よく九九を丸暗記し、「４×７＝２８」と反射的にいえるようにすることだけ

が最大の使命のように考えがちですが、計算の考え方をイメージできるように

すること(概念化)も大切にしてほしいことです。かけ算の概念というと難しい

ことばですね。例えば、「乗り物１台に４人ずつ乗れます。○台では何人乗れま

すか」、「長さが４cmのおもちゃの電車があります。○つ分の長さは何 cmにな

りますか」といった問題があります。この○の数が増えていくとどんな増え方

をするのか、そして、どんなときにかけ算を使うと便利なのかなど、かけ算

の仕組みを頭の中でイメージでき、今後２桁のかけ算になっても、その考え方



がイメージできるようになる基といえばよいでしょうか。 

例えば、暗記だけだと「３×１２はいくつかな？」と聞くと、よく子供は、

「習ってないからできません」といいます。しかし、２年生の教科書で乗り物

の絵や図などが増えていく様子から、きまりを見つける経験をしていきます。

そこで、３年生のはじめに、 

「九九の表を使って７×６の答えの見つけ方を考えましょう」 

と、九九のきまりに着目させ学級で

十分話し合わせます。すると、様々な

気付きが出るなかで、かける数が１

増えると答えが７ずつ増えることが

見えてきて、「７×５」の答えに７を

たせばよいことなどを考え出しま

す。その後、「３×１０、３×１１、

３×１２・・・」について考える場面

をもつと、筆算を使わなくとも「３×

１２」の答えが出せるようになって

きます。ここは教えるというよりも、

自分たちできまりを見つけさせることが重要です。（今使っている算数の教科書の、

３年生のはじめにこのような単元・教材があります。わり算の前に、かけ算の学び直しをする

意味も込められています。子供は春休みの間に結構忘れてしまいますからね） 

こうした学習を「活用」の授業といいます。基本的な知識や技能を活用して

考えることで、基礎基本の定着を図ったり、発展的に考える思考力・表現力を

養ったりします。 

「暗唱が先か、考え方が先か」。議論は様々でしょう。どちらもたくさん学習

経験することが必要だし、子供は１回や２回の授業でできるというものでなく、

だんだん概念化されていくものというのが、私の考えです。 

暗唱の方が比較的に身につきやすいと思われるので、九九検定をしています。

ただ、人間は忘れる動物です。私がインド式計算を忘れたように、子供たちを

責めることなく、時おり買い物などの生活の場面でかけ算を使うことを見せて

あげたり、九九を思い出させてあげたりするとよいでしょう。 

 

インフルエンザの対策をとっています 

 

 

 

 
 

【算数３年上教科書 啓林館より引用】 

インフルエンザ対策をとっています 

インフルエンザの流行が心配されています。本校では、養護教諭の梅津先生が、

ずいぶん前から各教室にアルコール消毒の配置、せき･くしゃみ等が出る子への紙

マスクの配付など、対策をとっていてくれます。健康観察・換気・手洗い・うがい

もしっかり行います。気が抜けません。 


